
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

下の図のように補助線を引き、記号をつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ＡＥＦは直角に等辺三角形である。 

したがって△ＪＧＦ直角二等辺三角形となる。（∠Ｇ＝９０°、∠Ｆ＝４５°、∠Ｊ＝４５°） 

ＪＧの長さは８ｃｍとなり、ＪＩの長さは１４＋８＝２２ｃｍ 

四角形ＪＩＣＡは平行四辺形となるので、ＪＩ＝ＡＣ＝２２ｃｍ 

正方形はひし形と見ることができ、面積は対角線×対角線÷２で求められるので 

２２×２２÷２＝２４２ 

 

 

 

 下の図のような正方形があります。同じ印の辺は
等しい長さです。この正方形の面積は何 cm2ですか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No.15 
・福島県算数・数学ジュニアオリンピック問題や、全国の中学入試や高校入試問題をアレンジ

した問題などを出題していきます。 

 

＜図＞ 
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